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私たちはなぜ核政策を転換できないのか。

なぜ脱原発に舵を切れないのか。

プルトニウムをめぐる日米仏３国の核の歴史が原子力産業の終わりを物語る―。

監督：渡辺 謙一 制作：ARTE France / KAMI Productions / Seconde Vague Productions - 2015  配給：インプレオ  2015年｜フランス｜HDV｜84分    kakunodaichi.com

7月 9日
松江市民活動センター５Ｆ

交流ホール



 米国がプルトニウムを原爆材料として発見・生産した歴史
 フランスが使用済み燃料の再処理という形でプルトニウムの取り出しを商業化した経緯
 核燃料サイクルシステム

監督：渡辺謙一　プロデューサー：ポール・サドゥン、渡辺クリスティーヌ　作曲：ジェローム・クレ　映像：エマニュエル・ヴァレット、ピエール・コール
音声：セバスチャン・サドゥン、岸本崇司、渡辺兼三　編集：マチュー・オーギュスタン　映像調整：アルノ・ランベール　ダビング：ロジェ・デュピュイ
制作：ARTE France、KAMI Productions、Seconde Vague Productions
配給：インプレオ　原題：TERRES NUCLEAIRES - Une histoire du plutonium　2015 年／フランス／HDV ／ 84 分　 kakunodaichi.com

米国ハンフォードでは廃炉作業が 30 年以上続き、巨大廃炉産業

が生まれている。仏・ラ・アーグでは工場脇の廃棄物処理場下か

ら流れ出る渓流に、プルトニウムの汚染が計測される。六ケ所村

再処理関連施設は 20 兆円を越える金額を費やすも、いまだ稼働

することができない。日米仏のプルトニウム生産地はいずれも砂漠、

半島の突端、半島付け根、都市から離れ厳しくも自然豊かな地に

ある。映画は、核の大地とプルトニウム工場の風景論でもある。

グレン・シーボーグ（化学者）
ジャン・マーク・レヴィルブロン（物理学）
マイクル・シュネイダー（エネルギー・コンサルタント）

小出裕章（原子力工学）
ディディエ・アンジェ（元欧州議会議員）
ガブリエル・エヒト（社会学）

トム・カーペンター（弁護士）
アニー・テボモニー（環境社会学）

フランス、日本、米国。
3国の原子力施設の中でも、使用済み燃料の再処理施設

すなわちプルトニウムの生産工場と周辺住民、自治体との関わりを描く

主な出演者

プルトニウムを介し日米仏の地政学的関連を検証する

主催：「 核の大地―プルトニウム物語 」上映実行委員会
( 松江キネマ倶楽部、島根原発１、2 号機差止め訴訟原告団、島根原発 3 号機訴訟の会、人権パッチギ松江）

上映時間
①10：00 ～ 11：25　 監督トーク 11：30 ～ 12：30
②13：30 ～ 14：55　 監督トーク 15：00 ～ 16：00

※ 受付は 30 分前から 料金
前売 1,000 円　当日 1,300 円
20 歳以下・車いす・介助者無料

前売りチケット取扱店：島根県民会館 予約・問合せ：090－3638－5438（森）
案内ページ


